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1
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
を
め
ざ
し
て

ク
リ
ン
ク
ル
推
進
員
制
度
を
開
始

ご協力をお願いします

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
再
資

源
化
を
進
め
る
た
め
、
市
内
五
ヵ
所

の
町
会
で
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
ク

リ
ン
ク
ル
推
進
員
制
度
を
始
め
ま
し

た
。ク

リ
ン
ク
ル
推
進
員
は
、
ご
み
の

分
別
収
集
や
集
団
回
収
な
ど
の
指
導

を
行
い
ま
す
。

街
で
黄
色
い
ク
リ
ン
ク
ル
ジ
ャ
ン

パ
ー
姿
の
推
進
員
を
見
掛
け
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
ご
み
の
五
分
別
収

集
や

、
資
源
ご
み

を
自
主
的
に

リ
サ
イ
ク
ル

活
動
し
て
い
る
グ

ル

ー
プ
(
二
十
人
以
上
)
に
補
助

金
を
提
供
す
る
な
ど
、
ご
み
の

減
量
化
・
再
資
源
化
に
努
め
て

い

ま
す
が
、
こ

れ
を
さ
ら
に
推

し
進
め
る
た
め
、
ク
リ
ン
ク
ル

推
進
員
制
度
を
始
め
ま
し
た

。

今

回
は

モ

デ
ル

地

域
と
し

て

、
仲
井
町
・
常
盤
平
・
小
金

原
・
大
金
平
・
栄
町
の
五
ヵ

所

の

町
会
で
、
各
地
区
二
人
、
計

十
人
の
ク
リ
ン
ク
ル
推
進
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

。

推
進
員
は
、
黄
色
い
ク
リ
ン

ク
ル

ジ
ャ
ン

パ
ー
姿
で
担
当
地

区

を
巡
回
し

、
ご
み
の
分
別
収

集
や

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動

を
市

民
に

指

導
す

る
ほ

か
、
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
を

市
に

通
報
し

た
り

も
し
ま
す
。

こ

れ
ら

の
活

動
の

ほ
か

に

も
、
推
進
員
は
説
明
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど

、
い
わ
ば
地
域

で
の
ご
み

問
題
に
つ
い
て
の
リ

ー
ダ
ー
役
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

憇

ご
み
を
減
ら
す
課

クリンクル推進員
町 会 氏 名

仲井 町

飯島 信一

大津 ミ ツ 子

常盤平

五丁目

佐草 貞男

中村 泰 太郎

小 金原

九丁目

船見 富美 子

小林 優 子

大金平

四丁目

小川 みす江

赤埴光子

栄 町

七丁目

藤井 き み

大出 タ メ子

( 敬称略)

もつと回収場所を

増やしてほしい

ご
み
の
出
し
方
な
ど
、
一
部
の
人
た

ち
に
ま
だ
徹
底
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
協
力
的
な
の
で

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
問
題
と
し
て
は
、
市
が
、
牛

乳
パ
ッ
ク
や
ト
レ
イ
の
回
収
場
所
を
も

つ
と
増
や
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
つ
と
大
勢
の
人

が
気
軽
に
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
協
力
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

大金平

小川 みす江ちん(左)

赤埴 光子jyU( 右)

地域の皆さんと一緒にごみ減らし

ご
み
と
地
球
環
境
を
考
え
る
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

ゴ
ミ
ヘ
ら
し
応
援
団
が
2
9人
を
表
彰

クリンクルまつりで行われた表彰式

松
戸
市
ゴ
ミ
ヘ
ら
し
応
援
団

(
田
口
文
俊
団
長
)
は
、
市
民
の

立
場
か
ら
市
の
ご
み

減
量
行
政

に
協
力
し

よ
う
と
い
う
趣

旨
で

結
成
さ
れ
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
に
よ
る
、
ポ
ス

タ
ー
と
作
文
の
コ

ン
ク
ー
ル

も

そ
の
一
つ
で

、
今
回
は
、
テ

ー

マ
を
広
く
地
球
規
模
の

環
境
問

題
ま
で

広
げ
ま
し
た
。

多
数
の

応
募
作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
次
の
人
た
ち
が
入
選
と
な

り
、
1
0月
2
5日
の
ク
リ
ン

ク
ル

ま
つ

り
の

中
で
に
ぎ
や
か
に
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○

ポ

ス

タ

ー

の

部

紺
野
陽
介
(
北
部
小
)
、
竹
村

聖

子
(
高

木
小
)
、
菰

田

敬
子

示

金

小
)
、
菊

地

洋

鑑
(

第

三

中
)
、

木

戸

冴

香

、
松

岡

梨

絵

、
兵

頭

力
、
日

江

井

玲
子

、
川

面

奈

穗
、

八

浪

祥
子

、

藤

森
直

子

、

菅
野

美

和

、
田

中

越
子
(
栗

ヶ

沢

中
)
、

岡

村

庸

介
(
河

原

塚

中
)
、
花

島

美

香
(

新

松
戸

南
中
)
、
鈴

木
聡

子

、

野

村

達
也
(

金

ヶ

作
中
)
、

橋
本

周
子

、

桜
井

菊

子

、
平

野

一

亜
(

旭

町

中
)

○

作

文

の

部

関

根

弘

一

、

吉
川

ま

ゆ

吊

部
小
)
、
斉

藤

麻
里

、
下

山

佳

奈
、

土

屋

か

な

き

、

高
部

藍
子

、
北

川

恵

梨
(
八

ヶ
崎

小
)
、
鈴

木
早

苗
、
林
容
代
(
和
名
ケ
谷
小
)

=
敬

称

略
=

黯

ご

み

を

減
ら

す

課

わ

た

し

の

夢

河 野 干 夏 子 に( 松飛台小学校3 年)

わたしは、絵かきさんになりたいです。た

だ、絵がじょうずなだけではいけないとおも

います。絵にこころがあらわれるような色の

ぬり方と、くふうして色をつくることです。

ほんとうになれるのかなあ?

絵かきになって山の絵をかく干夏子さん

市役所は、平成5年1月から毎週土曜日が休みになります(詳しくは、2ページをご覧ください)。



高
齢
者
用
ヶ
ア
付
き
市
営
住
宅

シ
ル
バ
ー
中
金
杉
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

中
金
杉
に
建
設
中
の
、
(
仮

称
)
シ
ル
バ
ー
中
金
杉
(
来
年

2
月
に
完
成
の
見
込
み
)
が
、

3
月
1
日
か
ら
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
高
齢
者
向
け

に
生
活
援
助
員
を
常
駐
さ
せ
た

ケ
ア
付
き
の
市
営
住
宅
で
、
県

内
で
は
初
め
て
建
設
さ
れ
る
も

の
で
す
。

設
備
面
で
も

、
床
の
段
差
を

な
く
し

た
り

、
浴
室
や
ト
イ
レ

に
手
す
り
を
付
け
る
な
ど
、
安

全
面
に

も
配
慮
し
て
い

ま
す

。

ま
た

、
だ
ん
ら
ん
室
な
ど
を

利
用

し

、

入

居

者
同

士

の

ふ

れ

あ
い

づ

く

り

、

生
き

が

い

づ

く

り

も
推

進

し

ま

す

。

申

込

用

紙
の

配

付
:
1
1
月
9

日

囲
~
2
0

日

麕

、

午

前
9

時

~
午

後
5

時
(

土

・

日

曜
日

を

除
く
)
、
住

宅
課
・
な

が

い

き

課
・

各
支

所
で

配

付

申
し
込
み
受
け
付
け
入
1
1月

1
6日
囲
~
2
0日

窗
、
午
前
9

時

～

午
後
5

時
、
市
役
所
本
館
二

階
大
会
議
室

※
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す

。

類

住
宅
課
公
営
住
宅
係
・
な
が

い
き
課
庶
務
係

完成に向かつて工事が進んでい ます

住宅の概要

場 所

松戸市中金杉4 丁目188番地

JR北小金駅北口から新京成バス幸田行きで、区画整理記

念館下車徒歩7 分または流山電鉄小金城趾駅下車徒歩15分

構 造 鉄筋コンクリート 造り3 階建て( エレベータ設置)

間取り 単身者向住宅1DK 世帯向住宅2DK

戸 数 21戸( 和室1 、浴室など) 9戸( 和室2 、浴室など)

家 賃

(月額)

23,000円(19 戸)

20,000円(2 戸)
33,000円(9 戸)

入居資格

松戸市内に平成元年11月21日 以前から住民登 録し、現在も住んでいる人

・単身者向住宅 …65歳 以上の人で 、現に一人で住んでい て、今後同居

し ようと する 家族がいない人

・世帯向住宅 ……申 込者が65 歳以上で同 居者と の合計 が120 歳以上の

夫婦世帯 、または双方が65歳以 上で民 法上の 親族関

係にあり 、同 居する正当な 理由 が認めら れること

日 常生活において自 炊などが可能な 程度の健康状態であること

現在、住宅に困窮し ていること

入居者の収入が、市営住宅収入基準( 別表収入基準) の範囲内であること

市税を完納しているこ と

市内に居住し、独立の生計を営む連帯保証人と緊急連絡先があること

自 己名義または 共有名 義で家屋を所 有し ていないこと

現在、市営住宅に入 居していないこと

収入基準早見表(収入のある人が申込者1人の場合の収入基準早見表です)

家族構成 単 身 2 人

給与所得者

(年間総収入)
2,923,999~O円

被扶養者が70歳末満 3,407,999~0円

被扶養者が7O歳以上 3,531,999~O円

事業所得者

(必要経費控除後

の所得)

1,880,000~O円

被扶養者が70歳未満 2,230,000~O円

被扶養者が70歳以上 2,330,000~O円

年金所得者

(年間総支給額)
3.506,667~O円

被扶養者が70歳未満 3,973,334~O円

被扶養者が70歳以上 4,106,667~O円

※申込本人と入居しようとする親族の収入合計が. 第2 種公営住宅の基準額以内であること。

※収入のある人が2人の場合の収入基準はお問い合わせください。

来年1 月

から

市
役
所
は
毎
週
土
曜
日
が

休
み
に
な
り
ま
す

松
戸
市
の
機
関
は
、
一
部
の

施
設
を
除
い
て
、
平
成
5
年
1

月
か
ら
す
べ
て
の

土
曜
日
が
休
み
に

な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

労
働
時
間
短
縮
の

社
会
的
な
機
運
を

高
め
る
た
め
に
導

入
さ

れ
る
も
の

で
、
国
の
行
政
機

関
は
本
年
5
月
か

ら
、
県
で
は
8
月

か
ら
既
に

実
施
し
て
い

ま
す
。

松
戸
市
で
は

ご
み
の
収
集
や

し
尿
の
く
み
取
り
の
ほ
か
、
左

表
の
施
設
は
今
ま
で
ど
お
り
土

曜
日
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

頽
関
係
各
課
・

事
務
管
理
課

市役所本庁舎

土曜日も業務を行う機関

婦人会館、運動公園、小金原 ・常盤平体育館、

市民劇場、戸定歴史館、矢切公民館、青少年

会館(本館・樋野口分館)、文化ホール、図書

館(本館・各分館)、総合福祉会館、養護老人

ホーム、身 体障害者福祉センター、児童福祉

館、各保育所、各老人 福祉センター、健康増

進センタ ー、北山市民 会館(斎場)、クリーン

センタ ー体育施設、東部スポーツパーク、各市

民センタ ー、西口駐車場、勤労会館、白井聖

地公園管理事務所、ユーカリ交通公園、市場、

市民会館、各消防署

森のホール21

オープンまであと1 年

「
森
の

ホ
ー
ル
2
1」
(
仮
称
・

松
戸
市
文
化
会
館
)
の

シ
ン

ボ

ル
マ

ー
ク
が
で

き
ま
し
た
。

「
森
の
ホ

ー
ル
2
1
」
は
、
来

年
1
1
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
、
現
在
「
二
十
一
世
紀
の
森

と
広
場
」
内
に
建
設
中
で
す

。

シ
ン

ボ
ル
マ

ー
ク
に
は
、「
松

戸
」「
森
」
を
表
す
M
の

字
と
建

物
を
表
す
円
弧
に
、「
み
ん
な
で

森
に

集
ま
ろ
う
」
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

開

館
記

念
事

業
に

出
演
し

ま

せ
ん

か

市
内
で
音
楽
、
演
劇

、
舞
踊

な
ど
の

舞
台
芸
術
活
動
を
し
て

い

る

ア
マ

チ

ュ

ア

の

皆

さ
ん

。

来
年
1
1
月
～
1
2
月
に
行
わ
れ
る
、

開

館

記

念

事
業

に

出

演
し

て

み

ま

せ

ん

か

。

惠
1
1
月
2
0
日

廊

ま
で

に

、
電

話

ま
た
は
直
接
文
化
会
館
開
設
室

へ※
後
日
申
し
込
み
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。

シンボルマーク

教
育
委
員
会
会
議
を
開
催
し
ま
す

1
1月
5
日

㈹
午
後
2
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
教
育
長
室

憇
教
育
委
員
会
庶

務
課
秘
轡
係

容
6
6
-
7
4
5
5
番

児
童
扶
養
手
当

該
当
す
る
人
は
申
請
を

手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

次
に
該
当
す
る
十
八
歳
未
満
の

児
童
(
障
害
児
は
二
十
歳
未
満
)

を
監
護
し
て
い

る
母
、
ま
た
は

養
育
者
で

す
。

イ
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童
口

父
が
死
亡
し
た
児
童
川

父

が
重
度
の

障
害
(
国
民
年
金

の

障
害
等
級
一
級
程
度
)

に
あ

る
児
童
で

、
公
的
年
金
の
加
算

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童
ニ

父
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い

児

童
ホ
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童
ヘ
父
が
法
令
に

よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童
ト
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
チ
父
母
と

も
に
不

明
の

児
童

以
上
の
条
件
に
当
て

は
ま
っ

て
い
て

も
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

①
対
象
児
童
が
母
の
配
偶
者

(
内
縁
関
係
等
を
含
む
)

に
養

育
さ
れ
て
い

る
②
対
象
児
童
や

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
母
ま

た
は
養
育
者
が
、
公
的
年
金
(
老

齢
福
祉
年
金
を
除
く
)

を
受
け

ら
れ
る

ま
た
、
一
定
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
、
手
当
の
支
給
が

制
限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ

と

が
あ
り
ま
す
。

※
昭
和
6
0年
8
月
1

日
以
降
に

支
給
要
件
に
該
当
し
た
人
に

つ
い
て

は
、
該
当
し
た
日
か

ら
五
年
以
上
経
過
し
た
と
き

は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
認
定
請
求
で

き

ま
せ

ん
。

蠢
援
護
課
援
護
係

市
立
幼
稚
園
の
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

中
部
小
付
属
幼
稚
園
・
小
金
小
付
属
幼
稚
園

募
集
人
員
:
中
部
小
付
属
幼

稚

園

二

百
人

、
小

金

小

付

属
幼

稚

園

百

六

十
人

い

ず

れ

も

一

年
保

育

入

園

資

格
・
:
市

内

に

住

所

が

あ

る

昭

和
6
2
年
4

月
2

日
~
6
3

年
4

月
1

日

の

間

に

生

ま
れ

た

幼

児受

付
日

時
:
1
1
月
1
1一
日

困

・

1
2日

収

、
午

後
1

時
3
0
分
～
4

時

受

付

場

所

…
各

幼

稚

園

汰
該

当

す

る
幼

児

の

住

民
票

一

通

と

印

鑑
を

持

参

し
て

く

だ

さ

い

。

選

考

…
1
2
月
2

日

収
に

各
幼

稚

園
で

行
う

面

接
で

※

保

護

者
は

受

付

票

を
お

持

ち

の

う

え

、

該
当

す

る
幼

児

を

お
連
れ
く
だ
さ
い
。

費
用
・
:入

園
料
三
千
円
、
帽

子
・
ス
モ
ッ

ク
・
上
履
き
な
ど

一
万
五
千
円

程
度

。
ほ
か
に

毎

月
保
育
料
(
現
行
六
千
円
)
、
給

食
費
・
P
T
A

会
費
・
絵
本
代

な
ど
一
万
円

程
度

茴
教
育
委
員
会
学
務
課
学
務
係

昔
6
6
-
7
4
5
7
番
、
中
部
小

付
属
幼
稚
園
登
6
3
-
2
5
6
9

番
、
小
金
小
付
属
幼
稚
園
登
4
1

-
2
0
0
3

番

再

生

自

転

車

の

販

売

日

1
1 月
2
0
日

窗

・
2
1
日

出

、

午

前
9

時

か
ら

憇

圉

生
き

が

い

福

祉

事
業

団

登

8
4
-
3
1
(
U
1
番



近くの消防署に行ってみよう
11月

14日 消防署を一般開放、ポスター展も開催

火

事
の

起
こ

り
や

す
い

季

節

を
迎
え
、
火
災
の
怖
さ
を
知
っ

て

い

た

だ

き

、
予

防

す

る
た

め

、

秋

季
火

災

予

防

運
動
(
1
1
月
9

日
～
1
5
日
)
が
、
全
国
一
斉
に
実

施

さ
れ

ま

す

。

市
消

防

局
で

は

、

期

間

中
い

ろ
い

ろ

な

行

事
を

予

定

し
て

い

ま
す
。
特
に
1
1
月
1
4
日
出
は
各

消
防
署
を
一
般
に
開
放
し
、
火

災
予
防
ポ
ス

タ
ー
展
や
、
楽
し

い
催
し
物
を
行
い
ま
す
。

皆

さ
ん

も

行
事
に

参

加
し

て
、
火
災
の

際
の

通
報
、
避
難
、

初
期
消
火
の

方
法
な
ど
、
防
火

防
災
知
識
を
身
に
付
け
て
み
て

は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

默
消
防
局
救
急
防
災
課

わが街を守る 消防団員フォト コンテスト 最優秀賞「炎

天下 のポンプ 操法訓練」松戸新田 ・河上好さん撮影

消防署一般開放とポスター展・各種イベント期日…11月14日(土)

消防署名

(会場)
時 間

火災予防ポスター

展示作品小学校
イベント内容 問い合わせ

中央消防署

午前10時~午後2 時

・相模台小・稔台小・和名ヶ谷

小・寒風台小・松ヶ 丘小

・消防相談所・演芸( おかめ・ひょっ

とこ踊り) ・ヨーヨー釣り ・爆弾菓子・

はしご車体験・起震車体験
n63-1111

西口消防署

※古ヶ崎小学校

校庭で実施

・中部小・古ヶ崎小・北部小

・古ヶ崎南小

・通報訓練・初期消火訓練・防火映画

・音楽隊演奏
呎2-4Z12

馬橋消防署
・馬橋小・幸谷小・旭町小 一新
松戸西小・新松戸南小・新松戸

北小

・チビ丸号展示・ビンゴコーナー・大

声コーナー・模擬店と即売会
f144-5525

小金消防署 午前10時~正午
・八ヶ崎小・八ヶ崎第二小・根

木内小・栗ヶ 沢小

・ツアー(消防局~訓練センター)・車

両展示・特別救助隊と遊ぼう ・ミニシ

アター小金(防災映画の上映)
41-O1

49

大金平消防署 午前10時~午後3 時 ・小金北小・殿平賀小 ・消防車両展示・救急指導 1*30-4311

五香消防署
西友常盤平店

駐車場で実施

午前10時~午後2 時

・常盤平第一小・常盤平第二小
・常盤平第三小・金ヶ作小・牧

野原小・松飛台小

・起震車体験・ぬいぐるみによる広報

・音楽隊演奏・金魚すくい
f187-5490

六実消防署
・六実小・高木第二小・六実第

二小・六実第三小

・チビッコレ スキュー隊・はしご車体

験乗車と乗車記念しおり 配付・中高生
の写真と美術作品展示

O86-0377

東部消防署 ・梨香台小・河原塚小・東部小 ・放水体験・竹細工・各種ゲーム O91-0111

二十世紀が

丘消防署
・大橋小・柿ノ木台小・矢切小 ・消防団フォトコンテスト入賞作品展示 91-4222

[〉高圧ガス輸送車防災訓練11/10C 火)午後1 時~3 時10分 会場消防訓練センター

内容酸素フフセチレ ン輸送車訓練、アンモニア漏えい処置訓練、高圧ガスの実験、LP ガス輸送

車訓練

レ'92七五三消防フェア11/7C 土)午前11時~午後2 時 会揚㈱マルエツ小金原店駐車場

内容起震車体験、消防訓練、119番通報訓練、消防相談所、記念写真( ぽくもわたしも消防官)、

七五三あめのプレ ゼント 、ヨーヨー釣り、音楽隊演奏

正しく使おう
命の

ホットライン

119番

1
1
日
月
9
日
は

「

一
一

九
番

の
日

」

1
1
月
9
日
は
「
一
一
九
番
の

日
」
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

消
防
を
結
ぶ
命
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
一
一
九
番
」
を
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。

昨
年
一
年
間
で
、
二
万
七
百

五
十
八
件
、
一
日
平
均
五
十
七

件
の

二

九
番
通
報
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の

う
ち
、
五
二
・
七

%
が
火
災
や

救
急
な
ど
の

災
害

通
報
で
、
残
り
の
四
七
・
三
%

は
緊
急
性
の

な
い
相
談
、
病
院

照
会
、
問
い

合
わ
せ
な
ど
で
し

た

。

一
一
九
番
は
、
緊
急
に
必
要

な
と

き
に

ダ
イ

ヤ
ル

し
て

く

だ
い
。

テ
レ

ホ
ン
サ

ー

ビ
ス
を

ご
利

用
く

だ
さ

い

問
い
合
わ
せ
、
病
院
の
照
会
、

相
談
な
ど
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ

ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

消
防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
(
火

事
や
災
害
の
問
い
合
わ
せ
)

登

6
2
-
O
I
I
(り
番

テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(

休
日

と

夜

間
の

病

院
案
内
)

容
6
6

1
0
0
1
0

番

消
防
局
の
一
般
電
話
(
消
防

に

関

す

る
相

談
な

ど
)

登
6
3

1
1
1
1
1

番

市長の窓

先
月
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
中
国
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
、
日
本
と
中
国

と
の
国
交
が
正
常
化
し
て
二

十
周
年
に
な
り
ま
す
。

全
国
市
長
会
も
、
こ
の
式

典
に
参
加
す
る
よ
う
中
国
側

か
ら
招
待
を
受
け
ま
し
た

が
、
会
長
の
仙
台
市
長
が
出

席
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
副
会

長
の
私
が
、
同
様
副
会
長
で

あ
る
北
海
道
の
恵
庭
市
長
と

共
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
も
二

人
参
加
し
ま
し
た
が
、
私
か

全
国
市
長
会
訪
中
団
の
団
長

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

私
た
ち
は
、
9
月
2
7日
の

午
前
1
0時
に
成
田
を
発
ち
、

同
日
午

後
2
時
3
0分
ご
ろ
北

京
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。

到

着
後
、
私
と
恵
庭
市
長

は
、
空
港
貴
賓
室
に
案
内
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
は
、

中
日
友
好
協
会
の
孫
平
化
会

長
が
出
迎
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
側
の
主
た
っ
た
方

と
し
て
は
、
日
中
国
交
を
果

た
さ
れ
た
田
中
内
閣
の
宣
房

長
官
で
あ
っ
た
二
階
堂
進
先

生
、
日
中
議
連
会
長
の
林
義

郎
先
生
や
民
社
党
の
米
沢
書

記
長
も
お
ら
れ
、
私
は
そ
れ

ら
の
方
々
と
名
刺
を
交
換
す

る
光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

到
着
の
当
日
は
、
宿
泊
先

で
あ
る
北
京
飯
店
に
お
い
て

孫
平
化
氏
招
待
に
よ
る
夕
食

会
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
2
8日
に
は
、
人
民
大
会

堂
に
お
い
て
、
盛
大
な
式
典

と
招
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

中
国
側
は
李
鵬
首
相
を
は
じ

め
、
ほ
と
ん
ど
の
有
力
な
方

々
が
出
席
さ
れ
て

お
り
、
日

本
側
で
は

、
二
階
堂
先
生
は

も
と
よ
り
、
中
曽
根
元
総
理
、

林
日
中
議
連
会
長
、
大
内
民

社
党
委
員
長
、
社
会
党
・
公

明
党
の
副
委
員
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
国
会
議
員
、
友
好
団

体
の
代
表
な
ど
、
日
中
そ
れ

ぞ
れ
同
数
で
、
総
勢
は
五
百

名
に
も
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。

中
国
側
の
し
き
た
り
で
し

ょ
う
か
、
全
国
市
長
会
の
団

長
で

あ
る

私
も

特

別
扱
い

で
、
光
栄
に
も
先
に
述
べ
た

有
力
な
方
々
と
、
第
一
テ
ー

ブ
ル
で
同
席
で
し
た
。

中
日
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

の
後
、
宴
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
間
、
ま
た
何
人
か

の
有
力
な
方
々
と

名
刺
を
交

換
で

き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う

な
席
に
列
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
し

た
が
、
や
は
り
、
い
さ
さ
か

緊
張
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

翌
2
9日
は
、
同
じ
人
民
大

会
堂
の

、
日
中
国
交
回
復
を

調
印
し
た
そ
の
記
念
す
べ
き

部
屋
で

、
江
沢
民
総
書
記
と

の
会
見
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
民
社
党
米
沢
書
記
長

の
隣
が
指
定
席
で

、
江
総
書

記
と
は
大
変
近
い
席
で
し
た
。

始
め
江
総

書
記
が
歓
迎
の
意

を
述
べ
ら
れ
、
二
階
堂
先
生

が
答
礼
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

ま
し

た
。
質
問
も
気
軽
に
受

け
ら

れ
、
大
内
委
員
長
や
林

会
長
が
質
問
さ
れ
ま
し

た
。

江

総
書
記
は
ご
自
分
の
経

歴
、
上
海
市
長
を
勤
め
ら
れ

た
こ
と
、
日
本
を
二
度
訪
問

さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
こ

と
、

中
国
は
改
革
開
放
路
線
を
必

要
と
す
る
こ

と
、
天

皇
陛
下

の
訪
中
は
中
国
人
民
か
ら
熱

烈
な
歓
迎
を
受
け
る
で
あ
ろ

う
と
、
身
振
り
手
振
り
を
交

え
、
熱
心
に
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
一

時
間
程
の

会
見
で
し

た
が
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
と
存
じ
ま
す
。

日

本
は
そ
の
昔
、
中
国
か

ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し

た
。一

時
不
幸
な
時
代
も
あ
り

ま
し

た
が
、
経
済
力
・
技
術

力
に
優
れ
た
日
本
が
、
今
度

は
お
返
し
を
す
る
番
だ
と
思

い

ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
平
和

に
寄
与
す
べ
き
だ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

日
中
国
交
正
常
化
二
十
周
年
の
祝
賀
式
に
中
国
か
ら
招
待
さ
れ
て

全
国

市
長
会
代
表
と
し
て
参
加

宮
間
満
寿
雄

恵
庭
市
長
(
左
)
と

北
京
市
内
で

歯
を
大
切
に

妊
娠
す
る
と
歯
が
悪
く
な
る
?

時
々
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん

や
、
出
産
直
後
の
お
母
さ
ん

か
ら
「
子

ど
も
に
カ
ル

シ
ウ

ム
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て

、

歯

が
悪

く

な
っ

て
し

ま

っ

た
」
と
い
っ
た
こ
と
を
聞
く

こ

と
が
あ
り
ま
す
。

確
か
に

妊
娠
中
に
歯
を
悪

く
す
る
お
母
さ
ん
は
多
い
よ

う
で
す
。

し
か
し

、
お
母
さ
ん
の
歯

の
カ
ル

シ
ウ
ム
が
胎
児
に
取

ら
れ
て
し

ま
う
と
い

う
の
は

俗
説
で

、
歯
は
一
度
出
来
上

か
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
成

分
を
ほ
か
に
利
用
す
る
た
め

に
放
出
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
こ

が
歯
と
骨
の
違

う
と
こ

ろ
で

す
。

な
ぜ
多
く
の
お
母
さ
ん

が

妊
娠
中
に
歯
を
悪
く
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

最
大
の

原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の

は
、
日
常
生
活
の

変
化
で

す
。

妊
娠
す
る
と
、
食
が
す
す

み
ま
す
の
で

、
つ
い

間
食
を

取
っ
て
し

ま
い
が
ち
で

す
。

同
時
に
甘
い
も
の
に
も
手
が

伸
び
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

こ

れ
に

ホ
ル
モ
ン
の

関
係

で

、
唾
液
の
性
状
が
、
妊
娠

し
て
い
な
い
と
き
に
比
べ
て

酸
性
寄
り
に
傾
い
て
い

る
こ

と
が
、
む
し
歯
の

発
生
を
助

長
さ
せ
て
い
る
の
で

す
。

ま
た
、
つ
い
つ
い

歯
磨
き

を
お
ろ
そ
か
に
し
が
ち
に
な

り
ま
す
の
で

、
む
し
歯
に
な

る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
歯

肉
の
健
康
を
そ
こ
な
う
こ

と

も
多
い
よ

う
で
す
。

特
に
、
つ
わ
り
の

時
期
と

出
産
の

直
前
の
時
期
に

、
歯

肉
炎
に
な
り
や
す
い
よ

う
で

す
。
こ

れ
ら
の
時
期
は
、
妊

娠
中
で

一
番
歯
磨
き
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
や
す
く
、
囗
の

中
の
汚
れ
る
時
期
と
一
致
し

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
妊
娠
中
に

歯

や
歯
肉
の

健
康
を
そ
こ

な
う

こ

と
が
多
い
の
は
、
口
の

中

の
健
康
管
理
に
不
備
が
生
じ

や
す
い

か
ら
な
の
で
す
。

ま
た
、
妊
娠
前
に
何
も
症

状
が
な
く
て
も

、
一
度
か
か

り
つ

け
の

歯
科
医
師
に

、
囗

の
中
の

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
っ
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)



地
域
ぐ
る
み
福
祉
を
進
め
て
い
ま
す

松
戸
社
会
福
祉
協
議
会

す
べ
て
の
人
々

が
、
健
康
で

明
る
く
し
あ
わ
せ
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
願
っ

て
、
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
厚
生
省
の
認
可
を
受
け
て

、

昭
和
4
3年
に
産
声
を
あ
げ
ま
し

た

。地
域
ぐ
る
み

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
推
進
と

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
促
進
を
大
き
な
柱

に

、
老
人
福
祉
・
児
童
福
祉
・

心
身
障
害
者
福
祉
・
要

援
護
者

福
祉
の

各
事
業
を
、
市
民
の

皆

さ
ん
と
共
に
行
っ
て

い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ワ

だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
に

暮
ら

せ
る
た
め
に
は
、
行
政
・

民
間

福
祉

団

体

・

市

民
の

皆

さ

ん

が

三
位

一

体
と

な

っ
て

、

福

祉
サ

ー
ビ
ス

を
効

果

的

に

展

開
す

る

こ

と

が

必
要

で

す

。

そ
こ

で

、

市
内

を

十
二

の

推

進
地

区

に

分
け

て

、
地

域

の

た

め

の

地

域
に

よ

る

福

祉

、

地
域

ぐ
る
み
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業

を

進
め
て

い

ま
す

。

昭

和
6
2
年
度

の

馬

橋

地
区

を

は

じ

め

、
こ

れ

ま
で

十

地
区

に

ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

委

員
会

が

設
置

さ

れ

ま
し

た
。

今

年

度

中

に

は

全
地

区

に

設
置

さ

れ

、
ふ

れ

あ
い

と

支

え

あ
い

の

あ

る

心

豊

か

な

福

祉

社

会

を

目

指

し

て

、
地

域

に

即

し

た

活
動

を

行

い
ま

す

。

ボ

ラ
ン

テ

ィ

ア

の

育

成

福
祉

を

支

え
て

い

る

の

は

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
で

す

。

社
会

福

祉

協

議

会
で

は

、

地

域

福
祉

を

支

え

る

人

材
を

育
て

る

た
め

に

、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

教

室
を

開

い

て

い

ま

す

。

初
級
・
中
級
手

話
、
初
級
朗

読
、
一

般
、
青
少
年
、

グ
ル

ー

プ
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
て

、

明
日
を
担
う
人
材
が
育
っ
て
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
主
役
は
あ

な
た
で
す
。
だ
れ
も
が
し
あ
わ

せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
を
、
一
緒

に
つ
く
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
会
費
や
寄
付

金
、
県
や
市
か
ら
の

補
助
金
な

ど
に

よ

り

運
営

さ
れ
て
い

ま

す
。地

域
福
祉
の
充
実
に
は
、
ひ

と
り
で

も
多
く
の
市
民
、
ひ
と

つ
で
も
多
く
の
団
体
、
企
業
の

参
加
が
必
要
で
す

。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

蠢
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

6
8
-
0
5
0
3
番

松 戸 市 福祉 大 会

ーふれあい広場ー

福祉善行者、功労者を表彰し感謝の意を表すととも

に、障害者と健常者が理解と交流を深めることを目的

に、松戸市福祉大会-ふれあい広場-は行われます。

今大会も市内41団体が協力して、心の輪を広げてい

ました。

一緒に踊ろう/
ユニークダンス

大会の最後には、みんな

で心を合わせての合唱

心 身 障 害 者 福 祉 事 業

●身障者自動車運転免許取得の助成

●心身障害児者のハイキングの実施

●おもちやの図書館の運営

●重度障害者の居室等の増改築・改

造資金制度の利用普及

児 童 福 祉 事 業

●交通遺児に対する助成事業

●福祉教育の推進

●児童公園の環境整備

要 援 護 者 福 祉 事 業

●福祉金庫の貸付

●父子家庭対策事業の推進

●歳末たすけあい募金の配分

●中国からの帰国者対象の日本語教室

老 人 福 祉 事 業

●高齢者料理教室の開催

●福寿者・結婚50周年夫婦に対する祝品等の贈呈

●高齢者の居室等の増改築・改造資金の貸付制度

の利用普及

障害者との手話による交流

(中級手話教室)

みんなで食事、

楽しいひととき

13期生 が11期生にしおり の作り方を習っ てい
ます(一般ボランティア教室中 級コース)

ボランティア養成教室

何か地域社会のお手伝いをしよ

うと考えていたときに、さようど

このボランティフフ教室があったん

です(新川さん)。

ボランティア活動の中では、毎

回新しい発見があり充実していま

す。友達もたくさんできて、楽し

いですよ(13期生・高橋さん)。

1
1
期
生
高
橋
さ
ん
(
右
)

1
3期
生

高
橋
さ
ん
(

中
)

″

新
川

さ
ん
(

左
)

ふれあい会食会

ひとり暮らしのお年寄りに手作りの料理を

食べてもらおうと、各地区の福祉ネットワー

ク推進委員会などにより、18会場で実施中。

お年寄りと地域の人とのふれあいが広かっ

ています。
当日来ら れな かった人への配食サービ ス

松
戸
市
が
郵
政
省
の
テ
レ
ト
ピ
ア
地
域
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

松
戸
市
は
、
9

月
3
0日
南
、

郵
政
省
の
「
テ
レ
ト
ピ
ア
地
域
」

に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
テ
レ
ト
ピ
ア
地
域
」
と
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
衛
星
通
信

な
ど
の
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
、
地
域

情
報
化
社
会
の

実
現
を
目
指
す
「
テ
レ
ト
ピ
ア

構
想
」
の
モ

デ
ル
地
域
で

、
県

内
で
六
番
目
の
指
定
地
域
に
な

り
ま
し

た
。

松
戸
市
は
、
平
成
元
年
度
に

通
商
産
業
省
の
「
ニ

ュ
ー
メ
デ

ィ
ア

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
応

用
発
展
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り

、
今
回
の
指
定
と
あ
わ
せ

ダ
ブ
ル
指
定
に
な
り
ま
す
。

市
民

生

活
に

役
立

つ

シ

ス
テ

ム
づ

く
り

を
展

開

今
回
の
指
定
に
よ
る
「
テ
レ

ト
ピ
ア

基
本
計
画
書
」
で
は
、

次
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

マ
市
役
所
内
業
務
案
内
▽
住

。

民
票
等
自
動
発
行
▽
図
轡
館

情
報
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
映
像

情
報

②
文
化
情
報
シ
ス
テ
ム

③
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
シ
ス
テ
ム

④
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

⑤
公
共
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

案
内
、
予
約
シ
ス
テ
ム

活
用

す
る
メ
デ
ィ
ア
は

、
衛

星
通
信
、双
方
向
C
A
T
V
(

ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
)
、デ
ー
タ
通
信
、

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま

す
。年

次
計
画
で

シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

默
企
画
課
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
推

進
室

松
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
(
M
C
T
)

平
成
5
年
秋
に
本
放
送
開
始

松
戸
市
内
で
都
市
型
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
、
来
年
秋
放
送
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
テ
レ

ビ
局
は
「
松
戸

ケ

ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
株
式
会
社
(

略

称
M
c
T
)
」
で
、
平
成
3

年
9

月
に
設
立
。
松
戸
市
や
松
戸
商

工
会
議
所
な
ど
も
資
本
参
加
し

た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
運

営
さ
れ
る
会
社
で
す
。

9
月
8

日
に

、
郵
政
省
か
ら

放
送
施
設
の
設
置
許
可
が
得
ら

れ
、
開
局
に
向
け
て
の
準
備
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

番
組
は
3
3チ
ャ
ン
ネ
ル

供
給
す
る
番
組
は
、
一
般
テ

レ

ビ
(
v
H
F
や
u
H
F
)
の
再

送
信
の
ほ
か
、
衛
星
放
送
(
B

s
や
c
s

放
送
)
、
自
主
制
作
番

組
な
ど
、
テ
レ

ビ
三
十
三
チ
ャ

ン
ネ
ル
と

、
F
M

七
波
を
提
供

す
る
予
定
で
す
。

来
年

秋
か
ら
、
市
内

一
部
の

地
域
で

放
送
開
始

C
A
T
V

で

番
組
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の
敷

設
な
ど
の
大
が
か
り
な
工

事
が

必
要
な
た
め
、
松
戸
駅
周
辺
か

ら

年
次
計
画
で

市
内
全
域
に
サ

ー
ビ
ス
供
給
地
域
を
拡
大
し
て

い
く
計
画
で
す
。

放
送

を

受
信
す

る

た
め
に

は
、
加
入
契
約
を
結
び
、
加
入

料
と
工

事
料
の
ほ
か
、
毎
月
の

利
用
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

黯
松
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
㈱
昔

4
2
-
5
6
7
1
番
、
企
画

課
二

ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
推
進
室



平
成
5
年
度

保育所園

入
所
案
内

平
成
5

年
4
月
1
日
以
降
の

保
育
所
(
園
)
の
入
所
申
請
を
次

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
要
件
…
児
童
の
保
護
者

が
、
①
昼
間
居
宅
外
で
労
働
し

て
い

る
②
昼
間
居
宅
内
で
児
童

と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
し
て
い
る
③
妊
娠
中
ま

た
は

出

産

後
間

が
な
い

④

疾

病
・
負
傷
ま
た
は
心
身
に
障
害

を
有
し
て
い
る
O
長
期
に
わ
た

る
病
人
や
心
身
に

障
害
の
あ
る

同
居
の

親
族
を
常
時
介
護
し
て

い

る
⑥
震
災
・
風
水
害
・
火
災
・

そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た

っ
て
い
る
場
合

※
①
保
護
者
以

外
の
人
が
児
童

の

保
育
を
で
き
る
場
合
は
除

か

れ
ま
す
②
児
童
が
集
団
保

育
に
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
入
所
で

き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す

③
二
人
以
上

の
就
学
前
児
童
が
い

る
場
合

は
、
そ
の

全
員
の
入
所
申
請

が
な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て

入
所
で
き
ま
せ
ん
。

受

付
期

間
:
1
1
月
1
6
日

側

~
3
0日
㈲

受
付
場
所
…
保
育
所
課

申
請
書
の
配
付
:
1
1
月
7
日

出
か
ら
、
保
育
所
課
ま
た
は
各

保
育
所
(
園
)
で

※
現
在
入
所
中
の
人
、
入

所
申

請
中
の
人
で
、
平
成
5

年
度

も
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す

る
場
合
は
、
新
た
に

申
請
し

て
く
だ
さ
い

。

入
所
決
定
通
知
…
訪
問
調
査
、

書
類
審
査
の
後
、
3

月
中
旬
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

順一
保
育
所
課
措
置
係

市内保育所(園)一覧表

保育所(園)名 設置主体 定員(人) 年齢資格 所 在 地 電 話 延長保育

つ ぼ み 保 育 園 社福 35 産休明 上矢切1101-2 68-ア811 A
松 戸 南 保 育 園 社福 60 産休明 小山523-5 68-0366 A
小 羊 保 育 園 社福 120 産休明 上矢切113 62-5916 0
梨 香 台 保 育 所 市 150 6ヵ月 高塚新田494-9 91-3710 A
平 和 保 育 園 社福 120 産休明 岩瀬608-6 67ー0123c

野 菊 野 保 育 園 社福 100 産休明 野菊野5 65-8385 0

二十世紀ヶ丘保育所 市 140 6ヵ月 二十世紀が丘戸山町73 91-2200 B

松ヶ 丘保育 所 市 120 6ヵ月 松戸新田554-2 68-9191 B
上 本 郷 保 育 園 社 福 90 産休明 上本郷2292 66-0675 C
北 松 戸 保 育 所 市 140 6ヵ月 上本郷3870 62-8282 A
稔 台 保 育 園 社福 150 産休明 稔台610-1 62-5536 A
松戸乳児センタ ー 社福 30 産休明3 歳未満 松戸新田597 62-7610 A
子 す ず め 保 育 園 社福 110 産休明 日暮566 87-9874 A
八 景 台 保 育 園 社福 120 産休明 松戸新田605-58 64-7802 A
八 柱 保 育 所 市 150 6ヵ月 日暮187-1 92-2955 B

金ヶ 作保育 園 社福 90 産休明 金ヶ作306 85-8863 A
三 空 保 育 園 社福 120 産休明 金ヶ作216-10 84-6959 A

常盤平保 育所 市 90 1 歳 常盤平西窪町11-7 87-6762 B

パンダ 保育所 市 160 6ヵ月 常盤平3丁目25 86-0802 A
牧 の 原 保 育 所 市 150 6ヵ月 牧の原2-6 85-0997 B
松 飛 台 保 育 所 市 120 産休明 日暮820-19 84-2421 B
六 実 保 育 所 市 160 6ヵ月 六高台1丁目40 85-0998 A
さ わ ら び 保 育 園 社福 30 産休明3 歳未満 栄町3丁目183 62-1530 A

古ヶ 崎 保育所 市 110 6ヵ月 古ケ崎4丁目3617 67-9981 B

古ヶ崎第二保育所 市 90 6ヵ月 古ケ崎1丁目2994 63-4004 B
い わ さ き 保 育 園 社福 90 産休明 西馬橋3丁目49-2 41-0941 0
けやきの森保育 園 社福 100 産休明 中和倉331 44-5026 A
松戸ひばり保育園 社福 30 産休明3 歳末満 西馬橋1丁目28-16 46-0336 A
馬 橋 保 育 所 市 70 6ヵ月 三ヶ月1534 42-1097 B
馬 橋 西 保 育 所 市 150 6ヵ月 西馬橋広手町123 44-8001 A
新松戸ベビーホーム 社福 30 産休明3 歳未満 新松戸6丁目118-1 44-3222 A
新松戸中央保育所 市 140 6ヵ月 新松戸3丁目111 44-7221 A
新松戸南部保育所 市 140 6ヵ月 新松戸南2丁目17 44-0010 B
新 松 戸 北 保 育 所 市 90 6ヵ月 新松戸7丁目145 46-5161 B
小 金 西 保 育 所 市 90 6ヵ月 横須賀253-3 45-4994 B
小 金 北 保 育 所 市 140 6ヵ月 中金杉3丁目192 44-4155 A
小 金 保 育 所 市 70 6ヵ月 小金444 41-2644 A
さ く ら 保 育 園 社福 11

0

産休明 小金原4丁目37-15 42-0661 0
若 芝 保 育 園 社 福 30 産休明3 歳未満 小金原8丁目19-20 43-1762 A
小 金 原 保 育 所 市 100 6ヵ月 小金原6丁目4-2 41-2643 B
コ ア ラ 保 育 所 市 150 6ヵ月 小金原4丁目6 43-1262 B
貝 の 花 保 育 所 市 90 6ヵ月 小金原8丁目11-1 44-0020 B

※設置主体: 「 社福」一社会福 祉法人立、「 市」一市立

※延長保育を 含めた保育時間:A …( 月~ 金) 午 前7 時~ 午後7 時、( 土) 午前7 時~ 午後5 時。B …( 月~ 金)

午前7 時30 分~ 午後6 時30分 、(土) 午前7 時30分~ 午後5 時。 ○…各保育園に直 接問い 合わせてく ださい 。

市

民

会

館

期 日 内 容 開演時間

11/7(1) 松戸市文化祭日本古典舞踊大会 10:30

8(日) 松戸市文化祭合唱祭 10:00

15(日) 松戸市文化祭吟詠の集い 9:30

22(日) 松戸市文化祭日本舞踊大会 10:00

27廁 田端義夫コンサート ☆ 14:00 ・18:30

劉日) 人形劇カッパ座松戸公演「つるの恩がえし」☆ 13:30

12/1( 火) 寄席芸能発表会 10:00

4廁 市民クリ スマスの集い 17 二30

* 月 曜 日は 休館。☆ 印のつ いて い る催し 物 は有 料で す。

黷]市 民 会 館S68-1237~8 番

市

民

劇

場

期 日 内 容 開演時間

11/6c セレクト・カラオケ教室発表会 17:30

7(二L) 語りと音楽の会 、 14:30 ・18:30

8(日) 松戸市文化祭郷土史談会 9:30

11團 健康カラオケコンテスト 18:30

15(日) 女性の集い 13:20

17(火) 伊藤楽器エレクトーン・コンサート ☆ 18 二30

1謝 義千代会舞踊発表会 11:30

22臼 ピアノ電子オルガン発表会 13:00

2顫 外国人スピ ーチコンテスト 1∠に00

29(日) ひだの音楽院ピアノ発表会 11:00

12/6( 日)
ピアノ発表会 13:〔)0

ギター発表会 18:30

* 月 曜 日は 休館。☆印 のつい て いる 催し 物 は有料 で す。

熈 市 民 劇 場If68 ―0070 番

松
戸
駅
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

期間 11/13R まで 11/14C土卜12 月末

東
松戸ボタニカルアート

作 品 展
改 装 工 事

西
手をつなぐ親の会

余暇活動作品展

蠢社会教育課成人教育係Q66-7462 番

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期 間 内 容

11/4 伽~8(日)
グループK 展

丹青会水墨画展

10(火)~怛日)

ごみ減らしポスター作品展

凍の会洋画展

あすなろ会展覧会

17(火)~22(日)
日藝書道展

萌樹の会

24(火卜29(日)

創美会展

すばるの会発表会

グループ樹 油絵展

丙辰書展

12/3 困~6 旧) 特殊学級合同作品展

12/4 閨~6(日) 同朋会仏像彫刻

* 月曜日は休館。開館時間‥・午前10時~午後6 時
黯]文化ホールQ67-7810 番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

期 日 時 間 費用 対象 会 場

11/5 困

午後3 時~4 時

常盤平市民センター

6圀 松飛台市民センター

1怐く) 図書館本館

14圉
午前10時30分

~11時30分

小金小体育館

(学校5日制特別公演)

25團 午後3 時~4 時 図書館本館

でんわおはなしキャラバンS63 ―9999番
[固]市立図書館登65-5115 番

無

料

3
８
9
歳
く
ら
い
が
対
象

戸
定
歴
史
館

期 日 内 容

11/7( 土)~12/6旧) 将軍のフォトグラフィー( 後期)

* 月曜 日は 休館。 入 館時 間… 午前9 時30 分~ 午後4 時

30 分、 入館 料… 大人206 円 ・小 中学 生103 円

戛 戸定 歴史 館062 ―2050 番

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

I
設
置
者
に
は
補
助
金
が
で
ま
す
I

生
活
排
水
に
よ

る
河
川
の
汚

れ
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
、

合
併
処
理

浄
化
槽
の

設
置
に

ご

協
力
く
だ
さ
い

。

市
で
は
、
河
川

浄
化
に
効
果

的
な
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
市
内
の
一
部
地
域
で
、
こ
の

浄
化

槽
を
設
置
す
る
人
に
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
始
め
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿

と
台
所
な
ど
の

雑
排
水
を
同
時

に

処
理
で
き
る
浄
化
槽
で

す
。

補
助
制

度
の

概
要

補
助
対
象
地
域
・
:真
間
川
流

域
で

、
江
戸
川

左
岸
流
域
下
水

道
松
戸
幹
線
・
市
川
幹
線
の
う

ち
次
の

①
か
②
の
地
域
で
す
。

①
市
街
化
調
整
区
域
の
全
域

②

市
街
化
区
域
の
う
ち
で

次
の
地

域
・
:五
香
六
実
、
松
飛
台
、
串

掎
南
町
、
初
富
飛
地
、
日
暮
(
字

ぶ
た
い
・
字
鳥
井
戸
)
、
高
塚
新

田
(

秋
山
土
地
区
画
整
理
地
区

を
除
く
)
、
串
崎
新
田
(
関
台
土

地
区
画
整
理
地
区

を
除
く
)

補
助
の
条
件
…
専
用
住
宅
、

共
同
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
(
た

だ
し
、
居
住
部
分
が
二
分
の
一

以
上
の
も
の
)
な
ど
に
、
五
人
か

ら
五
十
人
檣
ま
で
の
合
併
処
理

浄
化
槽
ま
た
は
変
則
合
併
処
理

浄
化
槽
(
処
理
能
力
に
条
件
あ

り
)

を
設
置
す
る
こ

と
な
ど
。

く
み
取
り
ト
イ
レ

や
既
設
の
単

独
処
理
浄
化
槽
を
、
合
併
処
理

浄
化
槽
に
変
更
す
る
場
合
も
、

補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
金
の
限
度
額
・
:左
表
の

と
お
り
。

補
助
金
の
申
請
・
:設
置
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
地
域

内
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る
予
定

の
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

補助金の限度額
5 人 槽600,000 円

6 人 槽700,000 円

7人槽800,000円

8 人 槽900,000 円

9 人 槽|,000,000 円

10人槽|,100,000円

凵~20人槽I,854,000円

21~30 人 槽3.296,000 円

31~50人槽4,326,000円

頸
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

千
葉
県
内
で
交
通
事
故
で

死

亡
し
た
人
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

3
の
四
百
三
十
二
(
1
0月
2
2日

現
在
)
で
す
。
松
戸
市
内
で

も

二
十
九
人
(
同
)
と
、
既
に
昨

年
一
年
間
の
死
者
数
(
二
十
七

人
)

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

事
故
の
主
な
原
因
は
、

①
ス

ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ

②
対
向
車
線
へ
の
は
み
だ
し

③
飲
酒
運
転
な
ど

で

す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
い

ざ
と
い

う
と

き
に
、
あ
な
た
の
命
を
守

り
ま

す
。
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ

さ
し

憇
松
戸
警
察
署
登
6
9
-
0
1
1

0
番
、

松
戸

東

警
察

署

音
4
9

1
0
1
1
0

番

市

安
全
課



新
松

戸
地

区

親
と
子

の
良

い

映
画

と

お
話

の
会

1
1月
7
日

出
午
後
1

時
3
0分

～
4

時

会
場
新
松
戸
市
民
セ

ン

タ
ー

内
容
映
画
「
ア
ン

パ

ン
マ
ン
と
ば
い
き
ん
ま
ん
」
ほ

か
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
費

用
無
料

圜
少
年
セ
ン

タ
ー
酋
6
6
-
7
4

6
4
番

ゆ
と
り

創
造

シ
ン

ポ

ジ
ウ

ム

1
1月
1
2日
困
午
後
1

時
3
0分

~
4
時
3
0分

会
場
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
ツ
カ
モ
ト
(
J
R

京
葉
線

千
葉
み

な
と
駅
前
)

内
容
講

演
「
こ
こ

が
地
球
の

真
ん
中
で

す
」
永
六

韜
氏

定
員
四
百
五

十
人

費
用
無
料

縢
県
商
工

労
働
部
労
政
課
四
0
4
3

-
2
2
3
-
2
7
4
2番

催
し

物

松
戸
市
成
人
式

1
月
1
5日
吩
〔
成
人
の
日
〕

会
揚
市
民
会
館

対
象
昭
和
4
7

年
4
月
2
日
~
4
8年
4
月
1
日

に
生
ま
れ
て
、
市
内
に
住
民
票

が
あ
る
人
(
1
2
月
中
旬
に
通
知

を
発
送
し
ま
す
)

蠢
社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人
係

・
1
6
6
-
7
4
6
2
番

ペ
ー
テ
ル
ー
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
ク
ル

1
2月
8
日
㈹
午
後
7
時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
A
席
=

三
千
五
百
円
、
B
席
=
二
千
五

百
円

蠢
柏
シ
テ
ィ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

き
0
4
7
1
-
7
2
-
2
7
9
7
番

矢

切

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

大

会1
1 月
2
2
日

収

午

前
8

時

矢

切

小

学

校

校

庭

集

合

〔
雨

天

の

場

合

は
2
3
日

励

〕

定

員

七

百

人

費

用

一
人

三

百

円
(

昼

食

代

・

保

険

料

含

む
)

黷

青

少

年

相

談

員

・

石

井

さ
6
3

-
2
8
1
7

番

煎

茶

道

体

験

入

門

1
1
月
1
1
日
～
2
5
日
の
各
水
曜

日

、

午

前
1
0

時
~

正

午

会

揚

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

各

回

五

百

円

顛
小
金
原
煎
茶
サ
ー
ク
ル
・
渋

谷
4
5
-
0
4
8
5

番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

1
1 月
1
1

日

困

午

後
6

時

開

場

会

場

市

民

劇

場

費

用

無

料

圜

冨

永
・
。
4
1
-
3
6
2
3

番

わ

か

ば

ま

つ

り

1
1 月

8

日

㈲

午

前
1
0
時
~

午

後
2

時
4
5
分

会

場

わ

か

ば

園

(
金
ヶ
作
二
七
六
ー
二
五
)
内

容

も

ち

つ

き

・

ミ

ニ

バ

ザ

ー

、

柏

市

立

南

部

中

学

校

吹

奏

楽

部

演

奏

な

ど

黯

社

会

福

祉

法

人

松

里

福

祉

会

酋
8
4
-
0
1
6
5

番

全

千

葉

ダ

ン

ス

競

技

大

会

1
1
月
1
5

日

㈲

午

前
9

時
3
0
分

~

午

後
6

時
3
0
分

会

場

運

動

公

園

体

育

館

内

容

ス

ポ

ー

ツ

ダ

ン

ス

費

用

無

料

※
ス
リ
ッ
パ
を
用
意
し
て
く
だ

さ

い

。

蠢

松

戸

ア

マ

チ

ュ

ア

ダ

ン

ス

研

究

会

・

鶴

丸
{
1
8
7
-
1
5
6
9

番

矢

切
公

民
館

名

画

劇

場

1
1 月
2
9
日

㈲

午
後
1

時
3
0
分

～
3

時

会

場
矢

切

公

民
館

内

容
「
遥

か
な

る
山
の

呼

び
声

」

定

員

百

七
十

人

惠

電

話
で

矢

切

公

民

館

四
6
8
-

1
9
乙
1
4

番

へ

1
1
/
1
1
團
～
一
W
㈲
は

税
を
知
る
週
間

東
葛
飾
郡
市
農
産
物
品
評
会

期 日 時 間 内 容 会 場

11/711)
午後2 時

~5 時 野菜・果樹・穀

類・花などの農

産物の展示

8(日)

午前9 時

~正午

正午~

午後3 時
展示物の即売

小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

黷
東
葛
飾
農
業
改
良
普
及
所
四

〇
4
7
1
-
4
4
-
8
1
1
5番

ま
た
は
市
役
所
農
政
課

巣

箱

作

り

と

バ

ー

ド

ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

1
1 月
8

日

㈲

午
前
1
0
時

～
午

後
2

時

会

場

船
橋

県

民

の
森

定

員
五

十

人

費
用

無

料

持

ち

物
昼

食

・

筆

記
具

・

双

眼
鏡

圉
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
4
船
橋

市
大

神
保

五
八

六
I

二

船

橋
県

民
の

森

管

理

事

務
所

一`
〇
4
7

4
-
5
7
-
4
0
9
4

番
へ

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(10 月1日現在)

○人口461,438 人(+195)

男234,845 人(+99)

女226,593 人(+96)

○世帯168,581(+103)

口
は
前
月
比

製
本

講
習

会
(

図

書
館

市
民

講

座
)

1
1月
2
0日
窗
午
後
1

時
3
0分

~
4

時

会
場
市
民
会
館

講

師
島
原
安
三
氏

定
員
先

着
二

十
人

持
ち
物
こ

わ
れ
本
二
冊

・
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
・
金
づ
ち

・
は
さ
み
・
物
差
し
・
目
玉
ク

リ
ッ
プ

惠
電
話
で
市
立
図
書
館
四
6
5
-

5
1
1
5
番
へ

「
女

性
の
生

き

が

い
学
習

を

考

え

る
」

講
演

と
調
査

報

告

1
1月
1
3日

窗
午
後
1
時
~
3

時

会
場
婦
人
会
館

講
師
流

通
経
済
大
学
社
会

学
部
長
・
渡

洛
博

史
氏

調
査

報
告
婦
人
大

学
自
主
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
実
践

発
表保

育
あ
り
(
二
歳
以

上
八
入

ま
で
)

匣

電

話
で

婦
人

会
館

｀
6
4
-

8
7
7
8

番

へ

さ

わ

や

か

県

政

ふ

れ

あ

い

講

座

1
2
月
4

日

脂

午

前
1
0

時

～

午

後
4

時

会

場

県

消

費

者

セ

ン

タ

ー
(

京

葉

線

南

船

橋

駅

下

車

徒

歩

十

分
)

テ

ー

マ

・

講

師

「

賢

い

消

費

者
-

最

近

の

相

談

事
例
か
ら
ー
」
県
消
費
者
セ
ン

タ

ー

所

長

・

懸

野

義

久

氏

、「
身

近

な

薬

用

植

物

」

東

邦

大

学

教

授

・

大

本

太

一

氏

、

「
暮

ら

し

の

中

で

花

を

楽

し

む

」

東

葛

飾

農

業

改

良

普

及

所

・

中

嶋

滋

男

氏

定

員

五

十

人
(

応

募

者

多

数

の

場

合

は

抽

選
)

費

用

無

料圉
一
‥
1
1
丿
月
1
5
日

旧

ま

で

に

〔

当

日

消
印
有
効
〕
、
ハ
ガ
キ
に
住
所

・

氏

名

・

年

齢

・

職

業

・

電

話

番

号

を

記

入

し

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本

七

東

葛

飾

地

域

県

民

セ

ン

タ
1
(
6
6
5
j
3
0
0
8

番
)

へ

会
場
市
民
劇
場
会
議
室

費

用
無
料

惠
電
話
で
社
会
教
育
課
成
人
教

育
係
・一一
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

講
座
・
講
演

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

特

別

講

座

1
1
月
1
5

日

囲

午

前
1
0

時
~

午

後
1

時

会

場

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

二

千

円

内

容

X
m
a
s

リ

ー

ス

の

作

り

方

フ
ロ
ー
ラ
ル
ア
ー
卜
花
の
友

の

会

・

阿

部

四
4
7
j
8
9
3
9

番実

践

倫

理

講

演

会

1
1
月
7
日
出
午
前
1
0
時
～
1
1

時
3
0

分

会

揚

運

動

公

園

体

育

館

費

用

無

料

黷
高
野
6
3
-
0
3
7
3
番

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室

1
1月
2
5日
困
・
2
7日
齏
、
1
2

月
1
日
㈹
、
午
前
1
0時
3
0分
~

午
後
1
時
3
0分

会
場
市
民
会

館

対
象
市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
男
性
で
、
三
日
間
と
も

参
加
で
き
る
人

定
員
先
着
三

十
人

費
用
無
料

惠
1
1
月
1
3
日
脂
ま
で
に
、
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会
四
6
8
-
0

5
0
3
番
へ

1
1月
は

雇
用
保
険
「

さ
わ
や
か
受
給
」

推
進
月
間

で
す

松

戸

史

談

会

・

琵

琶

演

奏

と

講

演1
1月
8

日

㈲

午

後
1

時
か

ら

会

揚

市
民

劇
場

費

用

無
料

内

容

中
川

鶴

女

氏

に
よ

る
琵

琶

演

奏
「
本

能

寺

」
、

講

演

「
東

大

寺

と
万

満

寺

の

仁
王

像
に

つ

い

て

」

東
大

寺

仁
王

像

修
理

委

員

会

委

員
長

・

西
川

新
次

氏

圜

神
尾

四
4
1
-
2
4
5
8

番

人
権
週
間
記
念
講
座

共
に
生
き
る
明
日
の
た
め
に

期 日 曜
日

時 問 内 容

11/27

午前10時

~正午

世界の人権保障と日本の人権

立正大学教授・落合淳隆氏

午後1 時

~4時

・全体説明

・「在日」を語る

コブクソン子ども会・呉崙柄氏

12/
4

午前10時

~正午

いつまで続く一 部落差別
部落解放同盟千葉県連合会・

静 秀夫氏

午後1 時

~3 時

外国人出稼ぎ労働者を考える

カラバオの会

11

午前10時

~正午

いっしょに生きる一障害者

わの会・中村美津枝氏

午後1 時

~3 時

日本の先住民族-アイヌを考える

関東ウタリ会・横山孝雄氏

18
午前10時

~正午

ひらかれた社会をめざして

元立正大学教授・星野安三郎氏

各

金

曜

日

初
心
者

の

た
め

の
社
交

ダ

ン

ス

入
門

い
1
1
月
1
7
日
~
1
2
月
1
5
日
の
毎

週
火
曜
日

、
午
後
5
時
~
9

時

会
揚
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
五
百
円

圜
松
戸
青
年
社
交

ダ
ン
ス
・
鶴

尾
・
1
6
3
-
7
7
4
8番

魔
法

の

一
本
針

体

験
講
習

会

1
1月
1
8日
・
2
5日
の

各
水
曜

日
、
午
後
1
時
~
3

時
3
0分

会
揚
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

費

用
三

千
百
円
(
材
料
費
)

内
容

ポ
シ
ェ
ッ
卜
定
員
先
着
三
十

人圃
1
1
月
1
0日
㈹
ま
で
に
、
電
話

で

手
編
み
並
木
の
会
・
吉
岡
四

8
4
-
3
7
1
8
番
へ

家
事
家
計
講
習
会

期 日 時 間 会 場

11/19附

午前10時
S

正午

稔 台 市 民 セ ーン タ ー

24(火) 婦 人 会 館

26附 馬 橋 市 民 セ ン タ ー

,301月) 小 金 市 民 セ ン タ ー

費
用
三
百
五
十
円

※
託
児
有
り
(
一
歳
以
上
。
要

予
約
二
百
円
)

鷓
松
戸

友
の
会
・
藤
井
き
6
3
-

7
6
2
2

番

東

葛

飾

地

区

政

治

学

級

1
2
月
8
日
関
午
後
1
時
~
4

時

会

場

東
葛

飾

合

同
庁

舎

六

階
第
一
会

議
室

内

容

講

演
「
国

内

政

治
・

選

挙
に

つ

い
て

」

白

鴎

大

学
教

授

・

福
岡

政

行

氏

。

「

中

高
年

か

ら
の

生

涯

資

金

計

画
に

つ

い
て

」

経
済

評

論

家

・

久
野

万

太

郎
氏

定

員

百
五

十

人
(
応

募

多

数
の

場

合

は

抽
選
)

費
用

無

料

卑
1
1
月
2
7
日

窗
〔
消

印

有

効

〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・

年
齢

・

性

別

・
電

話

番

号

を

記
入

し

、

〒
2
7
1松
戸

市

小

根
本

七
千

葉

県

東

葛

飾
支

庁

総

務

課

企
画

係
(
四
6
1
-
2
1
7
5

番
)

へ

救

急

講

習

会

1
1
1
1

一
月
2
2
日

㈲
午

前
1
0
時
~

正

午

会

揚

小

金
原

市

民

セ
ン

タ

ー

内

容

応

急
処

置

、
心

肺

七

生

法

の

要

領

顏

小

金

消
防

署

公
4
1
-
0
1
4

9
番

空

を汚

さ

な

い

で

1
1月
～
1
月
は
空
気
が

特
に
汚
れ
や
す
い
時
期
で

す
。不

要
不
急
の
自
動
車
の

使
用
は
控
え
ま
し
よ
う
。

まつど

今昔

写真館

学校でみんなそろっての記念写

真、だれにとっても懐かしい大切

な一枚です。

今回は、市民の皆さんから寄せ

られたものの中から、明治時代の

写真をご紹介します。

学校生活の思い出

明治6年に開校した千

駄堀小学校の子どもたち。

同33年には、日 暮・栗ヶ

沢・金ヶ作小学校と合併

し、高木尋常小学校にな

り まし た( 明治30年ころ、

小嶋さん提供)



ご参加ください 情報
み
ん
な
が
ん
ば
っ
た
東
葛
飾
地
方

中
学
校
駅
伝
(
1
0月
1
7日
)

市

立

病

院

職

員

募

集

職

種

①

看
護

婦

②

パ
ー

ト

薬

剤

師
(

勤

務
時

間
は

午
前
1
0
時

～

午

後
1

時
と

正

午
~

午

後
3

時

。

相

談
に

応

じ

ま
す
)

対

象
①
四

十

歳

ま
で

の

有
資

格

者

お

よ

び

来
春

養

成
機

関

を

卒

業

見

込
み

の

人
(

付

属

保

育

所

有

り
)

選
考

①
面

接

と

健

康

診

断

②
面

接
(
随

時
)

蠢

市

立

病
院

庶

務

課
人

事

係

公

6
3
-
2
1
7
1
内
線
n
乙
4
1
Q
り

番

身

体

障
害
者

住
宅

増

改
築

資

金

貸
付

制
度

対
象
三
級
以
上
の
身
体
障
害

者
、
ま
た
は
生
計
を
同
じ
く
す

る
扶
養
義
務
者
で
前
年
度
の
総

所
得
が
三
百
五
十
万
円
以
下
の

人

貸
付
限
度
額
増
改
築
部
分

の
面
積
二
十
平
方
㍍
以
下
二
百

五
十
万
円
ま
で

利
息

年
利
三

㌫
、
六
ヵ
月
据
え
置
き
十
年
以

内
に
償
還

固

援
護
課
庶
務
係

サ
ー
ク
ル

奥
様
い
け
花
壺
宮
会

毎
週
金
曜
日
午
前
1
0時
~
午

後
1
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
円
(
入
会

金
な
し
)

黯
橋
本
容
6
8
-
5
3
4
1番

大
和
泉
会
(
社
交
ダ
ン
ス
)

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～
9

時

会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民

セ
ン
タ
ー

費
用
月
千
五
百
円

(
入
会
金
千
円
)

黷
高
橋
・
l
肌
-
4
4
1
0
番

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
赤

い
靴

毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
～
9

時

会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
月
二
千
円
(
入
会
金

二
千
円
)

黷
森
山
公
6
7
1
8
8
7
7番

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
フ

ァ
イ

タ

ー
ズ

毎
週
土
曜
日
午
後
3
時
~
6

時

会
場
馬
橋
北
小

学
校
体
育

館
対
象
小
学
一
年
生
～
六
年

生
(
女
子
)

費
用
月
千
円
(
入

会
金
千
円
)

蠢
阿

部
四
4
4
-
8
4
7
6
番

カ
ト

レ
ア

ソ
シ

ア
ル
ダ

ン

ス

研
究
会

毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
~
9

時

会
場
新
松
戸

市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
月
二
千
五
百
円
(

入

会
金
千
円
)

黯
本
田
四
6
2
-
9
2
2
4
番

お
知
ら
せ

新

年

の

あ

い

さ

つ

は

年

賀

名

刺

交

換

で

年

賀

名
刺

は

、

名
簿

式

の

小

冊

子

に

申
込

者
の

職

業
(

ま

た

は

職

名
)

・
氏

名

・

住
所

・

電

話

番

号

を
印

刷

し

、

年
初

め
に

申
込

者
に

送

る
も
の

で

す

。

対

象

市
内

在

住

・

在
勤

者

費
用

六
百

円

匣
1
1
月
1
6
日

側

ま
で

に

、

申

込

書

に

費

用
を

添

え

、

直
接

秘

書

課

ま

た

は

各
支

所
へ

蠢

秘

書

課

年
末
調
整
説
明
会

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

松
戸
税
務
署
源
泉
所
得
税
担

当
・
1
6
3
-
1
1
7
1番

2
7固

2
6困

2
5伽

4
j

^̈
/
' 火ぐ

/11

日

時
らか四作作

市

民

劇

場

鎌
ヶ
谷
市
総
合
福

祉
保
険
セ
ン

タ
ー

流
山
市
文
化
会
館

常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー

会

場

午後1 時30分から

青

年

海

外

協

力

隊

の

募

集

説

明

会
'

1
1 月
1
6
日

興

午

後
6

時
3
0
分

~
8

時
3
0
分

会

場

勤
労

会

館

応
募
資
格
二
十
歳
～
十
九
歳

の

日

本

国
籍

を

持

つ

心

身

健
康

な
人

圜

国

際

協

力
事

業

団

関
東

支

部

き
0
3
-
3
3
5
9
1
8
2
8
1

番全

国

物

価

統

計

調

査

に

ご
協

力

く

だ

さ

い

こ

の

調
査

は

、

商
品

の

販

売

価
格

や

サ

ー

ビ
ス

の

料

金
な

ど

を
調

査
し

、
物

価

対

策

な

ど
の

立
案

の

た
め

の

基

礎

資
料

を

得

る
た

め

に

行
う

国

の

重
要

な
統

計
調

査
で

す
。

1
1月

中

に

、

調
査

員
が

伺
い

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

践

総

務

部
庶

務

課

統
計

係

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い

犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
済
ま
せ
て

い

な
い
場
合
は
、
獣
医
師
の
と

こ
ろ
で
予
防
接
種
を
受
け
た
後
、

市
役
所
生
活
環
詭
課
で
登
録
手

続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
や

散
歩
中
に

引
き
綱
を
放
す
こ
と
は
他
人
の

迷
惑
に
な
る
ば

か
り
で
な
く

、

い
ろ

い
ろ

な
事
故
の

原
因
と
な

る
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

犬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
首

輪
・
鎖
な
ど
の
点
検
を
し
て
く

だ
さ
い
。

無
駄
鳴
き
す
る
犬
は
近
所
迷

惑
に
な
り
ま
す
の
で
正
し
く
し

つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
悪
臭
や

ハ
エ
の
発
生
防
止
の
た
め
、
犬

舎
の
周
り
は
清
潔
に
保
ち
、
散

歩
中
の
糞
は
飼
い

主
が
責
任
を

持
っ
て

処
理
し
ま
し

ょ
う
。

犬
や
猫
が
飼
え

な
く
な
っ
た

場
合
は
、
飼
っ
て

く
れ

る
人

を

探
し
て
く
だ
さ
い

。
ど
う
し
て

も
見
つ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、

保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
危
険
な
動
物
を
飼
う
時
は
知

事
の
許
可

が
必
要
で
す
。

蠢
松
戸
保
健
所
食
品
衛
生
課
四

6
1
-
2
1
2
1
番

年
末
事
業
資
金
を
融
資

市の制度 県の 制 度

融資限度額 100万円以内 800万円以内

融資期間 6ヵ月以内 5ヵ月以内

受 付期 間 12/25Rまで 12/31COまで

申し込み先 市商工課
商工会議所・県内に
本店のある金融機関

問い合わせ 市商工課振興系
商工会議所

064-3111 番

※
1
2月
分
の
一
般
貸
付
(

三
百
五
十
万
円

超
)
の
締
め
切
り
は
1
1
月
2
7日

廁
で
す
。

市

職

員
(
介

護

福

祉

士
)
募

集

人

員
若

干

名

受

験
資

格
昭

和
4
0
年
4

月
2

日

以

降
に

生

ま

れ

、

介
護

福

祉
士

の

資
格

を

持

つ
人

、
ま

た

は

平

成
5

年
3

月

3
1日

ま
で

に

介

護

福
祉

士
の

資

格

を
取

得

す

る
見

込

み

の
人

※
市

内
の

施

設
に

勤
務

し
て

い

る
人

は

ご
遠

慮
く

だ

さ
い

。

必

要

書
類

履
歴

書
(

市

販

・
写

真

付
合

、

写

真

一
枚

、

新
卒

者
=

卒
業

見

込

証
明

書

・

成
績

証
明

書
、

既

卒

者
=

登

録
証

の

写
し

・
卒

業

証
明

書

圉
1
1
月
9

日

㈲

ま
で

の

〔
日

曜

を

除

く
〕

、

午

前
9

時
~

午

後

4
時
3
0
分
〔
土
曜
は
正
午
ま
で

の

間
に

、

福

祉
医

療

セ

ン

タ

ー

開

設
準

備

室
(

市

役
所

新
館

八

階
)

へ

新

松

戸

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室1
1 月
1
5
日

収

午

前
9

時

～
正

午

会

場

新
松

戸

西

小
学

校

校

庭

費
用

無
料

隰

当

日
会

場
で

蠢

体

育
指

導

委

員

・

木
下

四
4
5

-
3
4
2
9

番

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

1
1月
2
0
日

窗
午

前
9

時
か

ら

会

場

運

動
公

園
体

育

館

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

の

女

性

内

容

ラ

ン

ク
別

抽
選

ダ
ブ

ル
ス

費
用

一

人
六

百

円

惠
1
1
月
1
3
日

窗

午

前
1
0
時
か

ら

運

動

公

園

武

道
館

会

議

室
で

の

組
み

合

わ
せ

会

議
で

蠢

松

戸

市
家

庭

婦
人

卓
球

連

盟

・

山

口

四
8
6
-
2
6
7
0

番

ス
ポ
ー
ツ

太

極

拳
「
講

演

会

と

表

演

会

」

1
1 月
2
9
日
旧

午

前
1
0
時

～
正

午

会
場

運

動
公

園
武

道

館

講

師

楊
名

時

氏

費
用

無

料

悪
一
松
戸

太

極

拳

同
好

会

・

高
科

・一一
6
2
-
6
0
8
0

番

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

1
1 月
2
9
日

㈲

・
1
2
月
6

日

㈲

午

前
8

時
3
0
分
か

ら

会

場

運

動
公

園

体

育

館

対

象
市

内
在

住

の
女

性

の

チ

ー
ム

費

用

一

チ

ー
ム

千

円

代

表

者

会

議
1
1

月
2
1
日

出

午

後
2

時

か
ら

運

動

公

園
武

道

館
会

議

室
で

匣
1
1
月
1
4
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で

〒
一一一一
松

戸

市

栗

山
二

四

四

小

浜

道

代
(
f
t
6
3
-
0
7
5
0

番
)

へ

千

葉

県

ロ

ー

ラ

ー

ス

ケ

ー

ト

大

会

1
1
月
2
3
日
吩
午
前
1
0
時
か
ら

会
場

千

葉

市

役

所
駐

車
場

対

象
幼

児

か

ら

大
人

ま

で

費

用

二
百

円
(
保

険

料

含
む
)

※
ス

ケ

ー

ト

靴

を
持

参

し
て

く

だ

さ

い

。

巫

当

日

会

場
で

暦
一
千

葉

県

連

松
戸

ク
ラ

ブ

・

風

巻

四
6
4
-
6
3
8
0

番
(
夜
間
)

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
9 一月
3

日
~
3

月
2
5
日

の

毎

週

木

曜

日

①

午

前
9

時
3
0
分

②

午
前
い
1
1
1
1

一
時
1
5
分

③
午

後
1

時

か

ら

の

三

ク
ラ

ス

会

場
栗

ヶ
沢

公

園

庭

球
場

対

象

市
内

在

住

・
在

勤

の
人

費
用

一
万

四

千

円
(
保

険
料

含

む
)

匣
1
1
月
1
5
日

㈲

ま

で
に

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・

希
望

ク

ラ
ス

を

記

入

し

て

〒
2
7
0松

戸

市

小

金
原

一
-

二

-
一
松

戸

市

テ

ニ
ス

協

会

・

平

木

晧
弌
(
f
t
4
8
-
6
7
8
4

番
)

へ

気持ちの良い汗を流しています

保
健
衛
生

愛
の
献
血

黷
健
康
管
理
課
業
務
係

期 日 時 間 会 場 主 催

11/9C月)

午前10時~

11時30分と

午後1 時

~4 時

伊 勢 丹

松戸店前
松 戸 市

14山
午前10時

~午後4時

イト ーヨー

カドー八柱

店入口前

松戸南ラ

イオンズ

クラブ

肢

体

不

自

由

者

の

た

め

の

在

宅

健

康

管

理
(
講

演
)

1
1 月
8

日

㈲

午

前
9

時
3
0
分

に

受
け

付

け

会

揚
健

康

増

進

セ
ン

タ

ー
会

議

室

講

師
北

里

大

学

病
院

理

学

療

法
士

・

松

瀬

多
計

久

氏

費

用

無
料

鬨
池

田

酋
4
1
-
3
4
9
5

番

三

歳

児

健

康

診

査

1
1 月
1
0
日

㈹

・
1
7
日

内

・
2
4

日

㈹

会

場

松
戸

保

健

所

対

象
平

成

元

年
7

月

生

ま

れ
の

幼

児※
該

当
し

て

い
て

健

康

診
査

票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ

キ
に

住

所

・

電

話
番

号

・

幼

児

氏
名

・
幼

児

生

年
月

日

・

保
護

者

氏

名

・

転
入

月
日

を

記

入

し

、

〒
一
……
松

戸

市

小

根

本
七

松

戸

保

健

所
三

歳

児

健

診
係

へ

黯

松

戸

保

健

所

保
健

指

導

課

四

6
1
1
n
/】
I
Q乙
1
番

療

育

相

談

1
1
月
1
2
日
閑
午
後
1
時
~
1

時
3
0
分

会

場
松

戸

保

健

所

対

象
乳

児
の

股

関

節

脱
臼

検
診

未

受

診

者
や

、
整

形

外

科
の

診

察
・

相

談
を

希
望

す

る

十
八

歳

未

満

の
人

圉

電

話
で

松

戸

保

健

所

保
健

指

導

課
{
1
6
1
1
2
1
2
1

番
へ

明治36年松戸町に創立さ

れた松戸静修女学校の女生

徒たち。この学校の修業年

限は3 年で、裁縫・修身 ・

国語などを 教えていました。

後に、松戸裁縫女学校と改

称してい ます( 明治40年こ

ろ、青木さ ん提供)

干葉中学 校松戸分校の第

1 回卒業生の記念写真。こ

の学校は東葛地域唯一 の中

学校とし て、明 治34年松戸

町に開校し ましたが、同39

年には廃止さ れてしまいま

した( 明治37年、青木さん

提供)

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)・千後5時~ 午前9時

テレホンサービス……………………登66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~千後5時

テレ ホンサービス……………………Q66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11 時

衛生会館内……………………………Q65-3430 番

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



この数なあに?

゛31.292″

の
び
ゆ
く
松
戸
市
。
都
心
へ

の
通
勤
圈
と
し
て

、
電
車
や
路

線
バ
ス
な
ど
の
交
通
網
も
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
通

勤
や
買
い
物
の
足
と
し
て
人
気

の
高
い
の
が
原
動
機
付
自
転
車
。

原
動
機
付
自
転
車
も
、
そ
の

排
気
量
に
よ
っ
て

、
五
〇

に
以

下
の

第
一
種
と
、
五
〇

に
を
超

え
て
一
二
五
に
以
下
の
第
二
種

と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
第
二
種

の
原
動
機
付
自
転
車
は
二
人
乗

り
が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

市
内
の

原
動
機
付
自
転
車
は

三
万
一
千
二
百
九
十
二
台
(
う

ち
第
一

種
が
二
万

九
千
二
十
九

台
。
平

成
4
年
3

月
3
1日
現

在

の
課
税
台
数
)
。
五
・
三
世
帯
に

一
台
保
有
さ
れ
て

い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

頼
り
に

さ
れ
て
い
る
様
子

が
う

か
が
え
ま
す

。

で

も
、
取
り
扱
い
が
簡
単
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
自
転
車
と

同

じ
感
覚
で
乗
る
の
は
大
変
危

険

で

す
。

交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て

、
楽

し
く
安
全
に
乗
り
た
い
も
の
で

す
。

スナ

ップ

ショ

ット

あなたの撮ったスナップ写真( 街の話題・

身近な出来事など) をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

〔固広報課

静
か
な
語
り
口
と
優
し
い
目

元
か
ら
は
、
今
年
の
激
し
い

ペ

ナ
ン
ト
レ

ー
ス
を
戦
い
抜
い

た

男
と
は

、
と
て
も
思
え
な
い

。

ヤ
ク
ル
ト
・
巨
人
と
共
に
、

セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
を
大
い
に

沸
か
せ
た
の
が
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
。
そ
の
け
ん
引
車
と
な
っ
た

の
が
、
一
番
・
セ
カ
ン

ド
で
大
活

躍
し
た
和
田
選
手
だ
。

お
父
さ
ん
が
野
球
好
き
で

、

家
の

近

く
の

し

ょ
う

ぶ
公

園

で
、
よ
く
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル

の

相
手
を
し
て
く
れ
た
そ
う
だ
。

チ

ー
ム
に
入
っ
た
の
は
意
外

と
遅
く
、「
小
学
五
年
の
時
に
地

元
の
子
供
会
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
チ

ー

ム
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と
厳
し

さ
を

教
え
て

い

た

だ
き

ま
し

た
」「

体
が
小
さ
く

、
チ
ー
ム
で

も
目

立
つ
存
在
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
、
と
て
も
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
れ
る
な
ん
て
…
」

確
実
な
プ
レ

ー
で
今
や
球
界

を
代

表

す
る

選
手
の

和
田

さ

ん
。
で
も
、
大
学
時
代
ま
で

教

員
に
な
る
こ

と
し
か
考
え
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
。

「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

で
金

メ

ダ
ル

を
取

っ
た

時
、
プ
ロ
で

や
れ
る
自
信
の
よ

う
な
も
の
が
つ
き
ま
し
た
」

タ
イ
ガ
ー
ス
の
選
手
会
長
と

し
て
、
若
い

選
手
が
多
い
チ

ー

ム
を
支
え
て
い

る
。

そ
ん
な
和
田
選
手
か
ら
松
戸

の
少
年
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
っ
た
。

「
子
供
た
ち
に
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
体
を
鍛
え
る
こ

と
は

も
ち
ろ
ん
、
礼
儀
と
思
い
や

り

の

気
持
ち
を
養
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね

。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
で

は

、
遅
い
ん
で

す
」

彼
の
言
葉
の
中
に
は
、
少
年

の
こ
ろ
に
培
っ
た
心

が
生
き
続

け
て
い
る
と
感
じ
た

。

(
常
盤
平
二
丁

目
出
身
)

阪神タイガース

和田豊さん

少
年
時
代
の
和
田
選
手

少年時代

悲
劇
の
勤
王
志
士

竹
内
康
之
助
の
脇
差
を

発
見

▲脇差を手にする竹内さん▼廉之助の北辰

一刀流の免許皆伝書

幕末に勤王の志士として活躍したが、政策方針の変更から 偽゙官軍″の汚

名を着せられ、長野県軽井沢町で討ち死にした「赤報隊」の幹部、竹内廉之

助( 金原忠蔵) の脇差が、子孫の竹内能- さん( 小金きよしヶ丘) 方で発見

され、話題を呼んでいます。

長さ49.8cmと40.3cmの二振りは、廉之助が自刃の間際に2 人の子どもたち

へ託したと伝えられていましたが、行方が分からなかったもの。竹内さんは、

貴重な古文書類とともに、家宝として大切にしたいと語っています。

少 年 少 女

発 明 ク ラ ブ (社) 発明協会90周年記念

統一シンボルマークに入賞

佳作に選ば れた白石 さ

んの作品( 左)

中央 の男女と ノコギリ

などで「発」を、左 右

に「明」の字を分けて。

「発明」 を表現してい

ます。

(社)発明協会の90周年を記念し

て、子どもたちの創造性を開発す

るために設立されていた、少年少

女発明クラブの統一シンボルマー

クガ全国で公募されていました

が、寒風台小学校5 年生の白石妙

子さんが、バッジの部で佳作に入

賞しました。

公募されていたのは、シンボル

マーク、バッジ、ワッペン、標語

の4 部門。

各部門3 人ずつの受賞者の中で

少年少女は白石さんただ1 人とい

う快挙でした。

寒風台小学校5 年

白石 妙子さん
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